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挨

拶部

長

野

部
誌
の
発
行
は
、
前
か
ら
幾
度
か
計
画
さ
れ
た
よ
う
て
し
た
が
、
そ
の
都

度
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
送
に
実
現
し
■
し
た
ｏ

で
き
ば
え
は
と
も
か
く
と
し
て
、
部
規
約
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
部
誌

発
行

か
実
現
し
た
こ
と
は
嬉
し

い
こ
と
で
す
ｏ
継
続
し
て
発
行
し
て
い
る
う
ち
に
、

編
集

か
板
に
つ
い
て
来

て
、
そ
し
て
部
誌
の
方
向
や
企
画
が
は
つ
き
り
し
た

ら
、　
一
そ
う
■

い
も
の
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
、

そ
の
と
き
部
誌
は
、
航
空
部
の
活
動
現
況
を
云
え
る
現
役
の
部
員
の
記
事
だ

け
で
な
く
、
最
近
の
Ｏ
Ｂ
に
も
、
そ
し
て
毛
か
な
音

の
、
戦
前

ｏ
戦
中
派
の

ｏ
Ｂ
に
も
存
分
に
執
筆
し
て
い
た
ヽ
く
工
夫
な
こ
ら
す
で
し
ｔ
，
ｏ

日
進
月
歩
の
航
空
界
に
あ
つ
て
も
、
温
故
知
新
―
古
き
な
た
ず
ね
て
新
し

ξ
を
知
る
―
こ
と
は
必
要
で
す
ｏ
戦
前
の
輝
し

い
同
志
社
航
空
都
に
つ
い
て

現
在
の
部
員
は
正
し

い
知
識
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
戦
前
と
戦
后
の
間
に
あ

る
航
空
部
の
空
自
を
つ
ず
め
る
た
め
、
且
、
今
后
の
位
生
部
の
よ
き
導
き
の

「
じ
る
べ
」
の
た
め
大
先
輩

の
登
場
チ
ぜ
ひ
お
鷹

い
し
た
く
思

い
ま
す
ｏ

毎
週
水
曜
日
、
部
室
に
集
合
す
る
折
人
は
二
十
名
な
こ
え
、
航
空
部
の
現

況
は
仲

々
活
発
で
す
ｏ
部
誌
が
出
る
よ
う
に
な
つ
た
の
も
、　
一
つ
て
は
今
年

の
新
人
部
員
の
殺
到
と
そ
の
活
気
が
キ
ツ
カ
タ
に
働

い
て
い
あ
■
，
に
も
思

い
ま
す
。
二
湾
主
将
以
下
現
役
上
級
生
に
、
新
人
の
指
導
に
お
い
ま
わ
さ
れ

て
，
レ
ン
イ
悲
鳴
■
あ
げ

て
い
ま
す
。

連
距
の
訓
練
方
式
が
転
換
し
て
、
パ
テ
ン
コ
は
地
区
の
各
校
で
自
主
的
に

消
化
し
て
お
か
な
け
れ
ば
た
ら
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
京
都
地
区
の
玉
水

訓
練
に
は
例
年
に
な

い
熱
が
こ
も

っ
て
い
■
す
。
そ
し
て
好
天
に
恵
れ
て
四

月
以
来
訓
十
の
ビ
ツ
チ
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
析
人
部
員
打
地
上
滑

走
を
■

つ
て
、
数
秒
づ

つ
て
は
あ
り
ま
す
が
―
そ
の
数
秒
が

一
日
の
索
ひ
き

を
償
う
貴
重
な
致
秒
で
す
が
―
空
中
に
在
り
ま
す
ｏ

や
が
て
夏
の
シ
ー
ズ
ン
を
■
え
ま
す
。
同
志
社
航
空
部
の
昭
和
三
十
五
年

の
夏
も
、
ま
た
無
■
で
優
れ
た
成
果
を
Ｌ
め
る
よ
う
■
つ
て
い
板
す
。

誌

一■
行
に

主

将

　

一二
浦

智

介

伝
続
あ
る
躍
志
社
大
学
の
成
上
部
に
、
機
『
紙
に
類
す
る
も
の
が
全
く
な

い
こ
と
，■
、
遺
は
に
思
つ
て
い
■
し
た
。
キ
．れ
に
加
え
て
Ｏ
Ｂ
と
の
連
絡

が

不
充
分
で
あ
る
と
の
声
を
耳
に
す
る
に

つ
け
、
此
処
に
部
誌
発
行
に
踏
み
切

つ
た
次
オ
で
す
。

当
部
誌
の
目
的
に
、
０
３
と
の
連
絡
機
関
と
し
て
、
又
広
く

一
般
に
航
空

ス
ポ
ー
ツ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

何
分
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
馴
れ
な

い
こ
と
と
て
、
完
全
な
も
の
に
は
程

哲

4ヽ
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遠

い
と
は
思

い
ま
す

が
ヽ
部
員
は
出
来
る
限
り
の
努
カ
ケ
惜
し
ま
ず
頑
張

っ
て
い
ま
す
か
ら
順
次
、
内
容
も
充
実
し
意
義
深

い
も
の
に
な
る
こ
と
を

確
信
し
て
い
ま
す
ｏ

ｏ
Ｂ
及
び
部
員
何
れ
を
問

わ
ず
、
部
の
発
展
を
願
う
こ
と
は
当
然
で
あ

り
ま
す
。
然
る
に
戦
後
航
空
部

か
再
発
足
し
て
以
来
の
状
態
に
比
べ
て
、

さ
書
進
歩
が
な
い
様
で
は
、
嗅
か
わ
し
い
状
態
と
い
わ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ｏ

今
年
度
は
十
五
人
と
い
つ
大
■
の
新
人
が
人
部
し
、
日
本
学
生
航
空
連
盟

の
初
級
機
に
対
す
る
練
習
方
針
が
変
つ
た
の
を
機
会
に
、
同
志
社
大
学
の

航
空
部
を
新
し
く
内
容
の
充
実
し
た
も
の
に
育
て
た
い
と
決
心
し
て
い
ま

す
。
さ
し
当
つ
て
問
題
と
す
る
の
は
、
現
在
当
部
で
所
有
し
て
い
る
初
級

機
だ
け
で
満
足
せ
ず
、
セ
コ
ン
グ
リ
ー
か
ノ
ア
ラ
ー
を
購
入
す
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
ｏ
世
界
の
滑
空
界
や
、
日
本
学
生
航
空
連
盟
の
練
習
方
針
を
見

て
も
、
セ
コ
ン
グ
リ
ー
で
新
人
教
育
を
す

る
方

法

が

望

ま
し

い

こ

と

は
明

ら

か

で

あ
る
と
信
し
ま
す
。
機
体
購
入
に
関
し
て
は
、
部
員

の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
努
力
と
、
先
輩
諸
兄
の
援
助
を
必
要
と
す
る
こ
と
は

言
う
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
ｏ
万
難
を
排
し
て
新
機
体
購
人
の
基
盤
を
作
る
党

悟
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

最
後
に
、
先
輩
初
め
各
位
諸
兄
の
当
部
誌
及
び
当
部
に
対
す
る
御
指
導

及
び
御
疑
盤
の
程
を
お
願
い
致
し
て
お
き
ま
す
。

埋
鰹
種
柿
い挿
恒
Ｆ

（
響
和
三
十
四
年
度

）

（昭
和
三
十
四
年
度
）

パ
チ
ン
コ
班

四
月
　
十
九
日
　
　
入
尾
飛
行
場
見
学
、
飛
行
機
曳
航
見
学
。

四
月
二
十
九
日
　
　
玉
水

へ
機
体

（
．ハ
チ
／
コ
）
運
搬
。

五
几
　
十
七
日
　
　
耐
空
検
査
及
び
オ

一
回
練
習

五
月
二
十
四
日
、
五
月
二
十

一
日
、
大
月
七
日
、
六
月
十
四
日
、
六
月

二
十

一
針
、
六
月
二
十
八
日
、
以
上
週
末
練
習
ｏ

七
月
　
十
七
日
―
七
月
二
十
三
日
　
各
務
ケ
原
で
合
宿
練
習

八
月
二
十
四
日
Ｐ

八
月
二
十
日
　
　
各
務
ケ
原
で
合
宿
練
習

九
月
二
十
四
日
　
　
「
マ
ル
ミ
」
て
部
総
会
及
び
コ
ン
パ
新
役
員
決
ま

る
ｏ

十
月

一
一十

ロ
　
　

ナ

シ
ヨ
ナ

ル
よ
り
学
連

へ
複
座

セ
カ

ン
ダ

リ
ー
贈

ら
る
の

十

一
月
二
十

一
綱
？
二
十
二
日
　
　
玉
水
で
合
宿
練
習

十

一
月
二
十
八
日
　
　
「
東
洋
亭
」
で
ｏ
Ｂ
総
会

十
二
月
　
　
一
一日
　
　
ユエ
命
館
大
学
航
空
部
と
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
試
合

二
月

一
一
十

日
　
　
「
竹
亭
」
で
本
年
度
卒
業
生
送
別
コ
ン
パ

ニ
月
二
十
三
ロ
デ
二

十
六
日
　
　
玉
水
で
合
宿
練
習
ｏ
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Ｆ
　
，
　

Ｉ
‐　
　
・

ゥ
イ
ン
チ
班

四
月
二
十
六
日
Ｐ

五
月

一
日

高
松
で
春
季
特
別
合
宿

（矛

一
期
）

五
月
二
日
Ｐ

五
月
十
日

″
　

　

（ォ
〓
期
）

（
注
、
受
験
班
は

一
、
二
期
連
続

＾
口
震
「
）

七
月
二
十
八
日
Ｐ

八
月
十
八
日

中
級
受
験
者
対
象
強
化
合
宿

十
月
十
六
日
Ｐ
十
月
二
十
二
日

複
座
機
に
ょ
る
合
宿

（牙

一
期
）

十

一
月

一
日
ユ

ニ
ロ

八
尾
飛
行
場
に
於

て
オ
九
回
全
日
本
学
生
グ
ラ
イ
ダ
ー
選
手

権
大
会

十

一
月
五
日
と
十

一
月
十
六
日

複
座
機
に
よ
る
合
宿

（
第
二
期
）

十
二
月
十

一
日
？
十
二
月
十
七
日

八
尼
で
冬
期
関
西
、
東
海
支
都
合
同
合
宿
練
習

（矛

一
期
）

十
二
月
二
十
日
―
十
二
月
二
十
七
日

（
同
）
　
　
　
（オ
一
一期
）

今

夏

の

予

定

パ
チ
ン
コ
班
合
宿

　

　

（多
ケ
峰
に
於
て
）

一
期
　
　
　
七
月
　
十
二
日
，
　ヽ
十
八
日

二
″
　
　
　
七
月
　
十
九
日
，
■
軍
」
五
日

一二
″
　
　
　
七
月
二
十
六
日
でヽ
八
月

一
日

間

″
　
　
　
八
月
　
一二
　
日
，
ｔ
　
　
九
日

五
ク
　
　
　
八
月
　
一
，
　
日
と

　
十
六
日

六

″
　
　
　
八
月
　
二
‐
七
日
ヽ
■

〓
当
一日

ウ
イ
ン
チ
合
宿

　

　

（関
西
学
院
大
学
に
於
て
）

一
期
　
　
　
七
月

　

一
　

日

イヽ
　
　
五
日

ニ
ク
　
　
　
七
月
　
ニノ、‐、
日
′

七̈
月
十
日

ウ
イ
ン
チ
夏
季
合
宿

　

　

（
八
尾
飛
行
場
て
於
て
）

一
妨
　
　
　
七
月
　
十
二
日
Ｐ

七
月
二
十
八
日

ニ
タ
　
　
　
八
月
三
十

一
日
よ
九
月
　
十

一
Ｆ

二
十
六
日
、
二
十
七
日
―
中
級
実
地
試
験

八
月
二
十
七
、
二
十
八
、
二
十
九
日

全
日
本
学
生
グ
ラ
イ
ダ
ー
競
技
撲
手
権

大
会
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同
志
社
航
空
部
と
連
盟
と
の
話

朝
日
新
聞
社

航

空
部

牧

　
野
　
伊
　
兵
　
衛

学
生
航
空
連
盟
も
い
ょ
い
ょ
今
秋
か
ら
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
加
え
て
軽
飛
行
機

の
操
縦
練
習
を
開
始
す
る
段
階
に
ま
で
発
展
し
て
来
ま
し
た
。
学
生
諸
君
の

盛
り
上
か
る
希
望
は
着
実
に
一
歩
．つ
つ
前
進
し
、
自
分
て
大
空
を
か
け
廻
り

体
験
し
な
が
ら
綜
沿
科
学
と
し
て
研
究
し
、
又
航
空
ス
ポ
ー
ッ
と
ｔ
て
操
縦

の
腕
を
磨
き
、
世
界
レ
ベ
ル
に
挑
戦
の
機
会
を
着
々
築
き
上
げ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
年
ま
だ
日
本
の
航
空
界
が
発
足
期
に
ぁ
っ
た
時
、
我
々
の
先
正
は

早
く
も
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
航
空
を
目
ざ
し
今
日
の
基
礎
を
ふ
み
出
し
ま
し

た
。ふ

り
か
え
る
と
そ
の
歴
史
三
十
年
、
そ
の
間
戦
争
に
よ
る
空
自
を
完
全
に

乗
り
越
え
、
現
在
全
国
四
支
部
約

一
〇
〇
〇
人
の
連
盟
学
生
諸
君
が
大
空
を

飛
び
廻
つ
て
い
ま
す
。

私
も
諸
君
と
同
じ
夢
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
、
同
志
社
大
学
予
科
に
人
学
し
た

の
が
昭
和
十

一
年
で
し
た
ｏ
関
西
て
は
二
、
三
の
大
学
に
は
航
空
部
が
あ
り

ま
し
た
が
、
我
が
同
志
社
に
は
な
い
、
全
ぐ
残
念
や
ら
く
ゃ
し

い
ゃ
ら
て
、

落
ち
つ
い
て
い
ら
れ
な
い
。
何
と
か
出
来
な

い
も
の
だ
ろ
う
か
と
部

っ
く
り

に
か
け
ず
り
廻
り
、
や
つ
と
目
鼻
が
つ
い
た
の
が
そ
の
年

の
秋
頃
で
し
た
。

い
よ
い
よ
同
志
社
大
学
航
空
研
究
会
と
し
て
部
員
五
人
で
正
式
に
オ

一
歩
を

ふ
み
出
し
ま
し
た
。

生
駒
山
の
ふ
も
と
、
盾
津
飛
行
場
で

「
ア
プ
ロ
」
ど
云
う
プ

ロ
ペ
ラ
ー
と

も
ど
も
エ
ン
デ
ン
の
廻
る
複
葉
の
飛
行
機
に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
つ
た
時
の

「
こ
れ
、
こ
れ
」
と
思
つ
た
気
持
、
諸
君
も
か
ゎ
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
卒
業
ま
で
雨
の
日
も
ヽ
風
の
日
も
、
根
気
よ
く
土
、
日
曜
日
と

飛
行
場
へ
通
つ
た
も
の
だ
と
な
っ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
つ
ば
さ
を
取
ら
れ
戦
後
空
自
の
時
期
が
来
ま
し
た
。

「
こ
の
空
に

我
が
空
な
ら
ぬ
秋
の
空
」
誰
か
か

っ
た
ぃ
ま
し
た
。
全
く
淋
し
ぃ
気
持
で
毎

日
雲
の
流
れ
を
み
つ
め
て
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
航
空
再
開
ｏ
日
本
の
空
に
も
ゃ
っ
と
春
が
め
ぐ
っ
て
来
ま

し
た
。

グ
ラ
イ
ダ
ー
と
共
に
過
し
た
我
々
の
楽
し
か
っ
た
学
国
生
活
の
思

い
出
、

何
と
か
現
在
の
学
生
諸
君
に
も
わ
か
ち
た
い
、
今
の
若

い
学
生
諸
君
の
中
に

も
き
つ
と
我
々
と
同
じ
夢
を
持
つ
た
人
が
い
る
は
ず
だ
―
　
ど
ぅ
し
た
ら
グ

ラ
イ
ダ
ー
に
乗
れ
る
か
、
方
法
が
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
ぅ
。
こ
れ
は
我
々
ｏ
Ｂ

が
道
を
教
え
て
や
ら
ね
ば
‥
　
そ
ん
な
気
持
に
追
い
立
て
ら
れ
て
同
志
社
大

航
空
部
の
再
建
に
、
又
学
連
の
再
発
足
に
か
け
ず
り
廻
り
ま
し
た
。
幸

い
東

西
ｏ
Ｂ
学
生
諸
君
の
熱
意
と
努
力
で
再
び
立
派
な
組
織
に
発
展
し
若

い
諸
君

か
元
気
に
飛
び
廻
つ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
う
れ
し
ぃ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
進
月
歩
の
航
空
界
は
世
界
的
に
め
ざ
ま
し
い
障
進
を
続
け
、
今
日
て
は

航
空
科
学
の
水
準
こ
そ

一
国
の
経
済
と
産
業
の
指
針
で
あ
る
と
さ
ぇ
い
ゎ
れ
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・

て
い
ま
す
。

航
空
ス
ポ
ー
ン
に
航
空
科
学
に
さ
ら
に
今
後
の
前
進
を
願
つ
て
我
か
母
校

同
志
社
航
空
部
の
発
展
と
栄
光
を
祈
り
崚
す
ｏ

（昭
和
十
六
年
度
卒
）

飛
行
機
曳
航

（飛
行
機
に
よ
リ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
高
度

一
千
米
位
ま
で
引
張

り
上
げ
る
も
の
）
班
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
感
想
を
述
べ
る
ｏ
感
想
キ
述
べ

る
前
に
、
パ
チ
ン
一
班
よ
り
飛
行
機
曳
航
班
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
少
し
述

べ
て
お
き
た
い
と
思
う
ｏ

ま
ず
入
学
す
る
と
同
時
に
航
空
部
に
人
り
、
人
部
よ
り

一
グ
月
後
に
高
松

ヘ
パ
チ
ン
コ
班
の
合
宿
に
参
加
し
た
の
を
最
初
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
二
年
後
、

三
年
生
の
夏
に
は
待
望
の
中
級
泊
家
用
操
縦
士
の
免
状
を
と
り
、
さ
る
三
十

五
年
四
月

一
日
か
ら
九
日
迄
の
合
宿
で
、
つ
い
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
最
終
段
階

で
あ
る
飛
行
機
曳
航
班
の
訓
練
に
参
加
し
た
ｏ

で
は
飛
行
機
曳
航
と
い
う
も
の
を
、
自
分
の
体
験
よ
り
述
べ
て
見
る
ｏ

（自
分
の
番
が
回
つ
て
来
た
）
、
自
分
の
前
塔
乗
者
が
滑
走
路
の
端
よ
り
進

入
し
て
く
る
。
接
地
し
自
分
の
前
で
上
る
ｏ
キ
ヤ
ノ
ピ
ー

（
風
防
）
を
は
ず

し
、
前
塔
乗
者
が
お
り
る
。

い
よ
い
よ
自
分
の
番
だ
、
教
官
に
報
告
し
、
塔

乗
す
る
ｏ
同
僚
達
が
キ
ヤ
ノ
ピ
ー
を
か
ぶ
せ
て
く
れ
る
。
こ
れ
よ
り
出
発
す

る
ま
で
の
わ
ず
か
な
間
に
点
検
を
す
る
。
ま
ず
索
の
離
脱
テ
ス
ト
、
メ
ー
ダ

ー
チ
エ
ツ
ク
、
一電
話
テ
ス
ト
、
ス
ポ
イ
ラ
ー
テ
ス
ト
、
操
縦
系
統
の
テ
ス
ト

こ
れ
で
点
検
も
終
り
、

「
異
常
な
し
」
と
後
方
に
乗
つ
て
い
る
教
官
に
つ
げ

る
。
す
る
と
教
官
が
機
外
の
記
号
手
に
合
図
を
す
る
。
自
旗
が
サ
ツ
ト
上
が

る
。
準
備
■
し
の
合
図
だ
ｏ
前
方
の
飛
行
機
側
の
記
号
手
が
自
旗
を
上
げ
る
。

教
官
が
二
回
目
の
合
図
を
す
る
・と
、
記
号
手
は
上
に
あ
げ
た
自
旗
を
く
る
く

る
と

一
ば

い
に
回
転
さ
せ
る
。
出
発
用
意
の
合
図
だ
。
飛
行
機
側
も
同
様
に

記
号
手
が
く
る
く
る
と
自
旗
を
ま

つ
す
ｏ
飛
行
粽
か
徐
々
に
滑
走
を
始
め
る

索
が
ピ
ー
ン
と
張
り
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
も
走
り
だ
す
ｏ
か
す
か
な
そ
り
の
音
を

の
こ
し
車
輪
滑
走
を
始
め
る
。

グ
ラ
イ
ダ
ー
は
軽

い
の
で
百
米
も
走
ら
な
い
う
ち
に
ふ
わ
つ
と
空
中
に
浮

き
上
が
る
。
ま
だ
飛
行
機
は
離
陸
し
て
い
な
い
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
五
米
位
上

る
と
飛
行
機
の
離
陸
な
さ
ま
た
げ
ぬ
様
に
水
平
飛
行
に
つ
つ
す
。
も
し
ダ
ラ

イ
ダ
ー
が
飛
行
機
の
離
陸
せ
ぬ
間
に
ど
ん
ど
ん
上
昇
し
て
い
く
と
、
飛
行
機

の
後
部
か
も
ち
上
げ
ら
れ
て
、
離
陸
て
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
飛
行
機
も
離
陸
し
た
ｏ
こ
れ
か
ら
が
大
変
で
あ
る
。
飛
行
機
と

グ
ラ
イ
ダ
ー
を
つ
な
い
で
あ
る
経
六
ミ
リ
あ
ま
り
の
ワ
イ
ヤ
ー
が
命
の
綱
で

あ
る
ｏ
索
か
重
み
て
垂
れ
下
る
。
そ
の
た
る
み
を
規
準
と
し
て
約
十
分
問
つ

い
て
行
く
の
で
あ
る
。
き
め
ら
れ
た
地
平
線
と
飛
行
機
と
の
間
の
距
離
を

一

定
に
保
ち
な
が
ら
飛
ん
で
行
く
の
で
あ
る
か
口
で
言
う
稗
楽
で
は
な
い
。
索
一

が
た
る
む
と
、
こ
ん
ど
は
ピ
ン
と
張
る
。
こ
れ
の
く
り
返
し
て
グ
ラ
イ
ダ
■

は
常
に
上
下
し
て
い
る
。
こ
の
上
下
が
小
さ
く
出
来
る
様
に
な
れ
ば
飛
行
機

ソ

ア

ラ

1

塔
ヽ

四

回

生

向

井

清

人
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曳
航
技
術
Ｚ
九
成

で
あ
奄

十
分
間
の
地
平
線
と
飛
行
機
間
の
距
摯
と
の
に
ら

み
合

い
が
終
り
に
近
づ
く
、
高
度
計
を
見
る
と
四
百
五
十
米
、
も
う
少
し
て

離
脱
だ
、
前
方

の
飛
行
機
を
見
る
と
、
左
右
に
バ
ン
ク
ケ
つ
け
た
が
ら
飛
ん

で

い
る
。
離
脱
せ
よ
と

い
う
合
図
で
あ
る
。
右
手
は
操
縦
程
に
、
あ
い
て
い

る
左
手
で
左
前
の
赤

い
王
を
手
前
に
引
く
ｏ

「
離
脱
／
　
」
小
旗
の
付

い
た

約
六
十
米
の
索
が
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
機
首
よ
り
離
れ
、
飛
行
機
の
後
部
に
垂
れ

下
る
ｏ
飛
行
後
は
索
を
切
り
峰
し
た
事
″
確
認
す
る
や
急
降
下
し
、
グ
ラ
イ

ダ
ー
の
邪
魔
に
な
ら
な

い
よ
う
に
さ
け
る
。
３
と
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
天
下
て

あ
る
ｃ
ｔ
ず
大
阪
港
の
方
に
機
首
を
向
け

て
直
線
滑
穿
で
あ
る
ｏ
前
方
に
は

い
ま
ま
で
の
飛
行
機
に
変
り
夕
日
に
も
ら
め
ぐ
海
面
が
美
し
く
輝

い
て
い
る
ｏ

直
線
を
終
り
左
右
の
三
百
六
十
度
旋
回
，
ぐ
ク
返
し
た
後
、
高
度
は
ぐ
ん
と

減
り
も
う
清
籠
態
勢
に
持

つ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
大
き
く
左
旋
回
し
滑
走

路
の
中
央
白
線
上
に
稜
体
キ
向
け
る
。
ま
も
な
く
接
地
だ
の
車
輪
が

「
ピ

ユ

ー
」
と

い
う
軽

い
音
を
た
て
る
。
前
方
か
ら
同
僚
達
が
走

つ
て
く
る
。
機
体

は
大
役
を
終
え
て
は
つ
と
し
た
の
か
、
片
方

の
翼
″
ド

ン
と
地
に
つ
け
る
。

同
債
道
が
キ
ヤ
ノ
ピ
ー
を
は
ず
し
て
く
れ
る
。
ベ
ル
ト
を
は
ず
し
て
織
体
か

ら
飛
び
お
り
る
の
後
方
の
枚
官
に
報
告
，
す
る
ｏ
曳
航
中
滑
牢
中
の
批
評
が

一言
つ
れ
る
。

こ
れ
て
貴
重
な

一
回
の
誉
乗
の
終
り
で
あ
る
ｏ

で
”
最
曖
に
、
当
校
籠
生
都
自
身
で
、

―■
航
機
，
持
ち

ノ
ア
ラ
ー
を
持

つ

て
、
単
独
練
習
の
出
来
る
日
を
、

い
や
ノ
　
そ
れ
迄
に
至
ら
■
く
て
も
、
ゥ

イ
ン
チ
カ
ー
と
セ

コ
ン
ダ
リ
を
持
ち
、
練
習
が
出
来
ゐ
様
に
な
る
事
を
、
学

債
側
、
体
育
会
、
当
部
員
諾
君
に
切
望
し
、
当
部
員
が
国
際
大
会
に
も
出
場

出
来

る
日
が
必
ず
く
る
事
を
信
し

て
終
り
に
し

た

い
。

合

宿

続

習

に

よ

せ

て

二
回

生
　
河

日
精

二

（
四
月
十
七
日
）

春

と

は

云

え
未

だ

薄

ら
寒

い

日
、

″

八

尾

飛

行

場

″

と

表

札
の
つ
い
て
い
る
貧
弱
な
問
を
急

い
て
入
つ
た
。
三
時
に
集
合
だ
つ
た
の
に

時
計
を
見
る
と
も
っ
回
時
少
し
前
に
な
つ
て
い
る
。

「
こ
れ
は

い
け
な
い
先

輩
に
し
か
ら
れ
る
。
便
所
掃
除
ケ
や
ら
さ
れ
る
か
な
」
等
と
思

い
な
か
ら

一

層
足
を
早
め
る
ｏ
狭

い
様
で
も
飛
行
場
と

い
う
も
の
は
，
ん
ざ
り
す
る
程
広

い
。

い
く
ら
歩

い
て
も
夢
の
中
で
歩

い
て
い
る
様
に
仲

々
前

へ
進
ま
な

い
。

そ
れ
と
共
に
生
の
広
さ
か
気
に
な
る
。
ビ
ル
の
谷
問

か
ら
見
上
げ
る
Ｌ
し
漬

さ
れ
た
様
な
空
と
す

つ
か
り
趣
き
が
違
つ
、
の
び
の
び
と
手
を
ひ
ろ
げ
山
ヽ

家
も
煙
突
も
雲
も
何
も
か
も
す
っ
か
り
鳶

つ
か
み
に
し
て
し
ま
つ
て
い
る
ｏ

と
も
す
れ
ば
地
球
を
つ
か
ん
で
ポ
イ
と
投
げ
捨

て
そ
う
に
ヽ
思
え
る
ｏ

こ
ん

な
雄
大
な
空
を
自
由
に
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
う
と
自
分
が
誰
よ
り

も

一
番
偉
く
な
つ
た
よ
う
な
気
に
な
る
。
だ
か
ら
悩

の
良
く
無

い
者
は
グ
ラ

イ
ダ
ー
に
乗

つ
て
自
信
を
つ
け

れ
ば
良
い
ん
だ
と
も
思
つ
。
宿
合
に
着
く
と

も
う
す
で
て
複
座
セ
カ
ン
グ
リ
ー
や
ま
ど
り
が
二
磯
共
組
立
て
，
完
了
し
点

検
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
■
ず
教
官
の
と

こ
ろ

へ
遅
れ
た
云
い
ゎ
け
オ
し

な
け
れ
ｒ
な
ら
な

い
。
先
輩
に
も
何
と
か
つ
ま
く
云

い
つ
け
が
出
来

て
便
所
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掃
除
も
や
ら
さ
れ
ず
に
つ
と

一
息
つ
く
同
も
な
ぐ
機
体
の
整
備
に
か
か
つ
た
ｏ

こ
れ
で
や
つ
た
合
宿
練
習
に
や
つ
て
来
た
の
だ
と
い
つ
感
し
か
空
の
広
さ
と

共
に
胸
の
中
に
し
み
わ
た
る
。

（
四
月
十
八
日
）

操
縦
程
な̈

い
つ
ば

い
倒
し
て
い
る
の
に
翼

が
傾

い
た
ま
ま

い
つ
ま
で
も

ス

ル
ス
ル
と
地
上
を
滑

つ
て
い
る
ｏ
自
動
車

の
調
子
が
悪

い
の
だ
ろ
う
と
思
つ

て
い
る
と

い
つ
の
間
に
か
自
動
車
は
狭

い
路
地
の
中

へ
入
つ
て
行

つ
て
し
ｔ

つ
た
、
仕
方

が
無

い
か
ら
操
縦
拝
を
引

い
て
上
昇
し
よ
つ
と
す
る
と
目
の
前

に
太

い
電
線
が
あ
る
、
危

い
な
あ
と
思

い
な
か
ら
巧
み
に
電
線
，
ぐ
ぐ
り
ぬ

け
る
。
煙
突
が
見
え
た
の
で
グ

ル
ク

ル
と
ペ
タ
一
を
踏
む
と
フ
フ
リ
と
浮
さ

上
が
り
煙
突

の
上
を
越
す
こ
と
が
で
き

た
ｏ
ゆ
つ
く
り
と

い
や
に
ゆ

つ
く
り

と
雲
の
中

へ
入
つ
て
行
く
と
急
に
回
り
が
明
る
く
な
っ
た
ｏ
し
わ
し
わ
と
日

ケ
明
け

て
見
る
と
も
う
夜
が
明
け

て
い
た
。
は
そ
は
そ
と
物
憂
げ
な
話
し
声

が
聞
こ
え
る
。
何
夕
話
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
聞
き
耳
を
立
て
よ
つ
と
す
る

が
ど
う
し
て
も
注
意
が
集
中
せ
ず
、
ほ
そ
ぼ
そ
と
何

の
意
味
も
な
く
耳
を
く

す
ぐ
つ
て
い
て
。
そ
の
う
ち
又
う
と
う
と
と
浅

い
眠
り
に
入
つ
た
ｏ

″
チ
キ

シ
ヨ
ー

ク
と

い
う
大
き
な
声
が
灰
色
の
静
寂
を
破
る
ｏ
な
ん
だ
″
起
床

ク
と

云
つ
た
の
か
パ
カ
パ
カ
し

い
と
思
つ
て
、
イ
ラ
イ
ラ
し
な
か
ら
ふ
と
ん
の
中

で
少
し
の
時
間
を
頭
の
中
で
く
る
く
る
と
回
わ
し
て
み
る
。
の
つ
そ
り
と
起

き
上
が
り
、
べ
と
べ
た
し
て
い
や
に
冷
た

い
ユ
ニ
フ
オ
ー
ム
を
着

て
格
納
庫

の
前
に
整
列
。

タ
オ

ハ
ヨ
ー
ス
″
と

一
斉
に
交

わ
す
挨
拶
に
み
ん
な
急
に
活

気
付
く
ｏ
ベ
キ
ベ
キ
と
格
納
庫
の
扉
夕
開
け
る
者
、
洗
面
所

へ
行
く
者
、
ト

イ
レ
ヘ
走
る
者
ｏ
朝
の
仕
事
が
済
む
と
食
堂

へ
な
だ

れ
込
む
ｏ
め
し

い
つ
ぱ

い
“
、
み
そ
汁

一
つ
ば

い
０

（
四
月
十
九
日
）

午
前
中
は
部
屋
当
番
に
当
つ
て
練
習
に
は
参
加
で
き
な
い
ｏ
そ
れ
も
良
か

ろ
う
。
掃
除
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
宿
舎
前
の
広
場
に
イ
ス
を
引

つ
ぱ
り
出
し

読
書
に

ふ
け
る
。
時

々
顔
を
上
げ
る
と
ず

つ
と
遠
く
で
時

々
思

い
出
し
た
様

に

ス
イ
と
小
つ
ば
け
な
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
上
が
る
。

ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
二
三
分
浮

い

て
い
た
と
思
う
と
も
つ
草
の
影
に
も
ぐ
つ
て
見
え
な
い
。
今
ご
ろ

エ
ツ
チ
ラ

オ
ツ
チ
ラ
と
良

い
年
な
し
た
オ
ツ
サ
ン
連
中
か
布
張
り
の
小
さ
な
グ
ラ
イ
ダ

ー
を
追

つ
か
け

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
お
か
し

い
ｏ

″
オ
レ
は
グ
ラ
イ

ダ
ー
に
乗
つ
て
る
ん
だ

″
な
ど
と
女
の
娘
の
前
で
え
ば
る
と

″
何
と
か
わ

い

い
子
だ
ろ
う
ク
な
ん
て
思
わ
れ
そ
う
だ
ｏ
午
後
練
習
に
参
加
、

シ
ユ
ー
ン
と

い
う
音
を
立
て
て
目
の
前
を
大
き
な
グ

ロ
テ
ス
ク
な
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
グ
ツ
と

機
首
″
も
た
げ

て
上
昇
し
て
行
く
、
何
と
驚

い
た
、

こ
れ
は
全
く
大
人
の
乗

り
物
だ
、
こ
ん
な
大
物
は
大
人
の
も
の
だ
、

こ
れ
な
ら
女
の
娘

の
前
で
え
ば

つ
て
も
は
ず

か
し
く
無

い
ｏ

（
四
月
二
十
日
）

あ

い
つ
の
上
昇
は
何
や
、
傾
き

っ
ば
な
し
や
な

い
か
、
こ
ん
な
巾

の
広

い
滑

走
路
か
ら
‐■
み
出
と
る
、
あ
、
も
う
少
し
バ
ン
ク
を
つ
け

る
と
良

い
の
に
な

少
し
進
人
高
度
が
高
す
だ
るヽ
た
、
と
か
あ
い
つ
の
接
地
に
な
つ
と
ら
ん
最
少

沈
下
速
度
と

い
う
の
を
忘
れ
と
る
、
等
と
実
に
悟

つ
た
よ
う
な
こ
と
参
考
え

る
け
れ
ど
、　
い
ざ
自
分
が
飛
ぶ
と
ど
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
？
　
上
昇
中

一

一」

・

一
　

　

　

　

―
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教
官
が
後
か
ら
さ
さ
や
く
、
本
当
は
大
声
で
ど
な
つ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
乗

つ
て
い
る
本
人
に
は
小
声
て
さ
さ
ゃ
く
程
度
に
し
か
聞
こ
え
な
い
。
　
″
も
っ

と
上
げ
檸
を
取
つ
て
、
そ
ら
右
に
す
れ
て
い
る
。
左
足
夕
踏
ん
で
″
ハ
イ
ー
タ

″
よ
ｌ
ｔ
少
し
，つ
つ
支
え
て
行
け
″
　
´
ハ
ィ
ー
％
工
し
離
脱

´
離
つ
脱
あ
―

つ
イ
チ
ニ
ツ
サ
ン
″
右
に
傾
け
て
旋
国
に
入
る
、
水
準
器
の
向
う
な
地
平
線

が
走
る
、
山
か
走
る
、
右
翼
か
ら
く
つ
き
り
と
色
分
け
さ
れ
た
滑
走
路
が
現

れ
る
。
序
々
に
水
平
に
戻
し
て
直
線
滑
空
に
入
る
。
夕
そ
の
ま
ま
、
良
い
姿

勢
で
飛
ん
で
る
よ

″
″
ハ
イ
ー
ク
や
つ
と
声
が
出
た
。
旋
回
中
は
何
を
云
わ

れ
て
も
上
の
空
で
何
が
ど
う
な
つ
て
ど
う
し
た
の
か
さ
つ
ば
り
わ
か
ら
な
い
。

接
地
体
勢
に
入
る
又
し
て
も
頭
の
中
か
ご
ち
や
ご
ち
ゃ
に
な
つ
て
ま
　
■
り

が
つ
か
な
い
。
　
ク
ン
と
車
輪
が
地
に
着
く
、
し
ば
ら
く
ア
ッ
ト
パ
ー
を
大

げ
さ
に
使
つ
て
い
る
と
ズ
ズ
ズ
と
ソ
リ
が
地
に
着
き
、
や
つ
と
意
識
を
取
わ

戻
す
。
あ
わ
て
て
足
を
踏
ん
だ
り
、
傾
き
を
直
す
よ
う
な
格
好
を
し
て
操
縦

拝
を
グ
ラ
グ
ラ
と
動
か
し
て
見
る
け
れ
ど
も
，
止
つ
て
し
ま
っ
た
よ
。

（
四
月
二
十

一
日
）

昨
夜
は
格
納
庫
の
扉
の
工
襲
で
閉
め
ら
れ
な
か
つ
た
の
で

一
時
．間
交
代
で

二
人
．つ
つ
不
寝
番
、
ア
ベ
ツ
ク
が
浸
入
し
て
来
る
か
も
知
れ
な
い
と
言
う
の

で
、　
一
生
県
命
見
張
つ
て
い
た
け
れ
ど
何
も
や
つ
て
来
な
か
っ
た
。
朝
か
ら

ひ
ど

い
雨
風
で
練
習
は
無
く
、
か
わ
り
に
食
堂
で
中
級
学
課
試
験
の
講
義
、

午
後
は
自
由
外
出
、
て
ん
で
に
雨
の
中
を
ち
ら
ば
っ
て
行
つ
た
。

（四
月
二
十
二
日
）

午
前
中
は
管
制
′
ワ
ー
の
電
話
連
絡
当
番
、
タ
ワ
ー
と
滑
走
路
を
電
話
で
直

結
し
、　
一
回
飛
び
上
が
る
毎
に
な
ワ
ー
の
倉
制
官
か
ら
許
し
を
も
ら
ぅ
。
霧

の
中
か
ら
う
つ
す
ら
と
小
さ
く
か
す
ん
だ
飛
行
機
が
出
て
来
た
。
英
語
か
日

本
語
か
わ
か
ら
ぬ
言
葉
で
何
や
ら
盛
ん
に
こ
ち
ら
と
連
絡
を
取
つ
て
い
る
ｏ

一
見
何
の
煩
っ
し
さ
も
無
く
実
に
ス
ム
ー
ス
に
降
り
て
来
る
様
だ
け
れ
ど
、

こ
ん
な
に
や
や
こ
し
そ
う
な
言
葉
を
使

い
な
か
ら
、
エ
ン
ジ
ン
を
絞
っ
た
り

接
地
操
作
を
や
つ
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
パ
イ
ロ
ツ
ト
は
よ
っ
ば
ど
頭
が
良

い
の
だ
ろ
う
と
思
つ
。
弘
法
大
師
み
た
い
な
人
だ
。
昼
近
く
な
，
管
制
官
の

オ
ニ
イ
サ
ン
も
ひ
楼
な
の
か
椅
子
を
二
つ
な
ら
べ
て
″
バ
コ
を
吸

い
な
か
ら

寝
そ
べ
っ
て
い
る
。
春
だ
な
と
思
う
。

（四
月
二
十
三
日
）

六
■
間
の
合
宿
も
終
つ
た
ｏ
終
る
と
み
ん
な
急
に
い
そ
い
そ
た
元
気
に
な

る
。
荷
物
脅
整
え
て
学
生
服
ケ
着
る
と
み
４
真
面
目
な
顔
に
な
り
、
ナ
ツ
パ

服
を
着
け
て
い
た
姿
と
は
見
違
え
る
程
上
品
で
取
り
す
ま
し
た
様
に
見
え
る
。

コ
ツ
コ
ツ
と
靴
の
音
が
晴
れ
や
か
に
響
く
。
し
か
し
も
う
す
ぐ
都
会
の
煩
わ

し
さ
の
禍
中

へ
そ
れ
ぞ
れ
ち
ら
ば
つ
て
行
き
善
良
さ
も
慎
し
ま
な
け
れ
ば
な

ら
孜
い
だ
ろ
う
と
思
う
と

一
抹
の
寂
し
さ
か
込
み
上
げ
て
来
る
。
そ
し
て
、

グ
ラ
イ
ダ
ー
が
い
つ
ま
で
も
善
良
な
人
達
の
み
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
愛
さ
れ

る
の
を
願

い
つ
つ
飛
行
場
を
去
つ
て
行
く
。

◎①



一―

初

塔

乗

記一

回

生

安

本

雅

一

い
ょ
い
ょ
僕
の
乗
る
番
が
回
つ
て
来
た
。
新
人
の
内
で
僕
が
一
番
先
に
乗

る
の
だ
ｏ

快
晴
、
風
速
二
米
吹
き
流
し
か
た
れ
さ
か
つ
て
少
し
格
れ
て
い
る
。

「安
本

ノ
　
一
一
〓
一号
機
塔
乗
、
課
目
、
地
上
滑
走
」
と
大
き
な
声
で
教
官
に
ど
々

る
。
朝
か
ら
何
度
も
日
の
中
で
練
習
し
て
い
た
言
葉
な
の
だ
が
、
舌
か
も
つ

れ
て
流
ち
よ
う
に
は
い
か
な
か
つ
た
ｏ
骨
′
む
き
だ
し
た
簡
肇
な
接
体
に
純

自
の
翼
か
な
ぶ
し
い
。
座
席
に
つ
い
て
、
パ
ク
′
イ
を
締
め
る
ｏ
敢
官
が
近

寄
つ
て
来
て
、
こ
■
ご
ま
と
注
意
″
加
え
た
ｏ
絶
対
に
接
縦
枠
を
引
い
て
は

い
け
た
い
と
い
う
事
を
何
度
も
ぐ
り
返
し
注
意
さ
れ
た
。
い
よ
い
よ

一
人
に

な
つ
た
。
操
縦
枠
を
軽
く
に
ぎ
つ
て

（そ
の
つ
も
り
で
）
緑
の
稜
練
の
尽
き

る
と
こ
ろ
碧
空
を
ぐ
つ
と
に
ら
む
ｏ
色
々
な
事
が
頭
の
中
を
去
来
す
る
。

す
で
に
両
索
員
は
位
置
に
つ
い
て
い
る
。
大
き
く
息
を
吸
い
込
ん
で

「
準
備

ま
し
」
と
声
を
か
け
る
と
、
す
ぐ
に

「
■
し
」

「
ま
し
」

「
よ
し
」
、
ピ
ー

ン
と
こ
だ
■
の
■
う
に
声
が
だ
つ
た
ｏ
そ
し
て
教
官
が

「
よ
―
い
引
け
」
と

号
冷
を
か
け
た
。
皆
砂
″
踏
み
し
め
「
一
二
」
「
一
二
」
と
号
令
を
か
け
な

が
ら
索
な
ひ
き
初
め

た
ｏ
機
体

が
ジ
リ
ツ
ジ
リ
ツ
と
動
く
ｏ
も
う
頭
の
中
は

真
空
だ
。
必
死
に
な
つ
て
水
千
線
を
に
ら
む
、
ザ
ザ
ザ
ツ
ー
と
音

が
し
て
体

が
飛
び
出
し

た
、
案
外

シ
ヨ
ツ
ク
に
な

い
、
し
か
し
、
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド

だ
、
砂
が
唯
砂
だ
け
が
僕
の
目
の
前
■
二
つ
に
分
れ
て
飛
ん
で
ゆ
く
。
ヅ
ヅ

ヅ
ッ
と
止
ま
つ
た
ｏ
皆
か
か
け
よ
つ
て
き

た
。
何
だ
か
体
が
コ
チ
ヨ
チ
だ
つ

た
。
地
上
滑
走
と
は

い
え
、
と
も
か
く
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
乗

つ
た
の
だ
。
大
変

良

い
気
持
で
あ
る
。
早
く
本
当
に
空
を
飛
び
た
い
も
の
だ
。

一
回

生

　

上

田

知

恵

子

高
校
時
代
か
ら
、
気
が
強
そ
う
で
舞
台
に
胸
が
４
い
と
あ
り
が
た
く
な

い

定
評

が
あ
つ
た
邪
が
、
不
思
議
に
も
空
に
あ
こ
か
れ
、
飛
行
機
に
あ
こ
か
れ

だ
し
て
、
三
年
目
ｏ
や
つ
た
自
分
の
念
願

が
本
格
的
に
な
り
出
し
て
、
胸

が

ど
さ
ど
さ
す
る
の
も
、
何
を
ど
う
し
ろ
と
言
わ
れ
て
も
ピ

ン
と
こ
な
い
の
も

宙
に
浮

い
た
気
分
か
す
る
の
も
、
無
理
な
か
つ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
し
か

も
部
員
の
中
で
女
子
は
た
ヽ
自
分
の
み
で
あ
っ
た
。

整
列
し
、
号
令
を
か
け

て
い
く
の
か
ら
順
に

一
日
の
予
定
が
進
ん
で

い
く

の
だ
が
、
す
る
も
の
、
聞
く
も
の
が

一
度
や
二
度
は
よ
く
似
た
場
面
に
で
く

つ
し
て
い
た
も
の
の
、
初
め
て
の
経
験
。

″
ヶ
イ
レ
イ

ク
を
す
る
の
も
友
達
同
志
で
ふ
ざ
け

て
や
つ
た
事
は
あ
つ
た
が

い
ざ
本
番
と
な
る
と
テ
レ
ク
サ
イ
。

い
つ
も
の
お
し
や
べ
り
も

ヒ
ツ
ソ
リ

コ
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ン
０
綱
を
引
張
つ
た
り
、
報
告
を
し
た
り
、
ど
き
ま
ざ
し
な
が
ら
自
分
の
塔

乗
の
番
が
き
た
時
に
は
不
安
が
山
の
よ
う
。

先
に
教
え
ら
れ
た
傾
き
修
正
を
う
ま
く
使
え
た
教
え
ら
れ
て
も
無
我
夢
中
ｏ

し
か
し
人
全
部
の
力
な
か
り
て
動
ぐ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
徐
々
に
魅
せ
ら
れ
て
来

た
よ
う
だ
。

朝
か
ら
ず
う
と
顔
を
真
赤
に
焼

い
て
一
日
の
練
習
が
終
つ
た
の
は
五
時
頃
ｏ

一
日
の
な
し
た
す
べ
て
の
事
が
ぐ
る
ぐ
る
頭
の
中
を
ま
わ
り
だ
し
、
教
官
の

声
や
み
ん
な
の
か
け
声
が
頭
の
中
で
反
響
す
る
。

す
べ
て
が
初
経
験
だ
つ
た
ｏ
玉
水
で
の
は
り
き
つ
た
初
練
習
を
す
ご
し
て

感
概
無
量
ｏ

自
分
の
大
き
な
夢

（自
分
自
身
で
何
か
大
き
な
夢
を
持
つ
て
い
る
と
思
い

込
ん
で
い
る
の
だ
が
）
の
段
階
を
ス
な
―
卜
し
て
一
段
し
つ
か
り
踏
み
し
め

た
よ
う
な
―
―
そ
れ
が
一
番
の
近
道
で
あ
る
よ
う
な

い
い
あ
ら
わ
し
た
ら

い
ろ
ん
な
言
葉
が
次
々
に
出
て
く
る
だ
ろ
ぅ
。
記
念
す

べ
き
三
日
間
だ
つ
た
。

そ
う
し
て
思
つ
た
ｏ

ヤ
ル
ゾ
ー
　
自
分
は
何
か
を
し
は
じ
め
た
ん
だ
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
ケ
持

つ
た
喜
び
。
山
の
頂
上
が
見
え
て
来
た
よ
う
な
気
分
ｏ

大
げ
さ
な
云
い
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
さ
て
野
原
を

か
け
ま

わ
り
、
と
び
ま
わ
り
た
い
く
ら
い
な
ん
だ
ｏ

卒
業
年
度

一
四

　

経

一
エ
ハ
　

経

一
工
（
　

経

一
エ
ハ
　

経経 経

尾 氏

田

幸

1雄 名

石

田

文

雄

牧
　
野
　
伊
兵
衛

竹

内

清

逸

中 橋

村 本

一π
　
雄

元
次
郎

大
阪
府
南
河
内
部
高
鷲
村

大
阪
市
東
区
北
浜
二
丁
目
五
三

共
同
石
炭
鉱
業
Ｋ
Ｋ
　
亀
２３
六
八
四
五
代
表

東
京
都
　
朝
日
新
関
東
京
本
社
航
空
部

京
都
市
左
京
区
下
鴨
貴
船
町
九
七

朝
日
新
岡
大
阪
本
社
航
空
部

一電
　
郎
〇

一
三

一

京
都
市
左
京
区
岡
崎
円
勝
寺
町
九

一

京
都
市
下
京
区
西
七
条
比
輪
田
町
六

東
洋
金
属
Ｋ
Ｋ

岐
阜
市
長
良
法
久
寺
町

一
八

大
阪
市
阿
部
野
区
天
王
寺
町
三
ノ
一
九
八

大
阪
市
西
淀
川
区
御
幣
島
中
四
丁
目
二
十

近
畿
印
刷
Ｋ
Ｋ

ｒｌ

ｌ

ｌ

一
―

―
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一
エ
ハ
　

経

一
エ
ハ
　

経

一
七

　

経

一
八

　

法

一
八

　

経

一
九

　

経

一
九
　
法

一
九
経
専

一
九
経
専

九 九 九

法 経 経

自

地

矛ロ

敏

千 紀

葉 井

角 友 確

田   井
広

牧 市

野 り||

ll「

井

恒

息Б 巌

文
　
雄

鉄
五
郎

宏
　
司勝

信
　
一二

種
二
郎

麗

一二
一

布
施
市
上
小
阪
町
〓
丁
目
五
六

″
　
　
　
　
　
坂
本
病
院
内

広
島
県
御
調
郡
向
島
町
岩
子
島

一
五
二
六

神
戸
市
生
田
区
海
岸
通

一
　

宮
地
汽
船
“

大
阪
市
東
淀
川
区
十
三
西
之
町
三

大
阪
市
東
区
安
土
町
四
丁
目
五
五

田
村
駒
“
　
凄電
　
郷
五
六
四

愛
知
県
豊
田
市
西
小
字
梅
坪

ト
ヨ
ダ
自
動
車
“

大
阪
市
生
野
区
東
桃
谷

一
ノ
五
八
二
二

西
宮
市
南
昭
和
町

一
〇
〇

一電
　
西
富
二
四
九
二

朝
日
新
聞
大
阪
本
社
航
空
部

日
本
学
生
航
空
連
盟

静
岡
市
大
岩
宮
下
町
大

神
戸
市
兵
庫
区
都
由
乃
町

一
ノ
六
七

原
合
名

大
阪
府
箕
面
市
桜
井
三
〇
六

山

一
証
券

東
京
都
杉
並
区
善
福
寺
町
二
五
七
森
岡
方

二
〇
外
専

紙
面
の
都
合
に
よ
り
二
〇
年
度
卒
迄
記
載

二
〇
年
度
卒
以
後
は
次
誌
に
記
載
致
し
ま
す
ｏ

な
お
、
住
所
変
更
の
場
合
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
二
丁
目

山
之
内
製
薬

金
沢
市
下
伝
馬
町
二
七

金
沢
市
自
銀
町
三
六
　
セ
メ
ン
ト
商
事

京
都
市
下
京
区
楊
梅
通
鳥
丸
東
人
ル

電

０
全

天

四

京
都
市
下
京
区
松
原
通
室
町
東
人

ル

上
田
喜
“

大
阪
市
浪
速
区
広
田
町
七
三

大
阪
新
日
電
販
売
“

電
“
六
八
五
五
、
七
三
四
七

一
九
経
専

二
〇
外
専

本

田

芳

郎

上
　
田
　
口署

一郎
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編

集

後

己一言
ロ

○
春
期
と
秋
期
年
二
回
発
刊
の
予
定
で
今
回
け
特
別
号
と
し
て
発
刊
し
ま
し

た
。

○
編
集
員

一
同
不
慣
れ
な
も
の
で
ド

ロ
船
に
乗
つ
て
出
港
し
た
様
な
有
様
で

す
が
我
々
は
皆

一
生
県
命

や
り
ま
し
た
ｏ

Ｏ
今
年
新
し
く
模
型
班
が
誕
生
し
小
野
部
長
も
忙
し

い
な
が
ら
も
力
瘤
ケ
人

れ
国
際
級
の
レ
ベ
ル
に
引
上
げ
ん
と
努
力
し
て
お
ら
れ
る
様
子
。
御
期
待

を
乞
う
ｏ

Ｏ
同
立
戦
の
勝
祝

い
ｏ
合
宿
無
事
終
了
祝

い
ｏ
学
生
τ
も
は
名
日
な
つ
け

て
飲

む
の
が
古
今
の
な
ら
わ
し
。
さ
れ
ば
部
誌
剣
刊
を
祝
し
て
‥
‥
‥

○
先
輩
諸
氏

ヘ
ー
夢
多
き
青
春
時
代
介
想

い
出
し
て
部
室

へ
か
た
ち
よ
り
ぐ

だ
さ

い
ｏ
古

い
部
歌
、
そ
の
当
時
の
部

の
様
子
な
ど
を
御
知
ら
せ
く
だ
さ

い
ま
し
た
ら
幸

い
に
思

い
ま
す
。

○
末
筆
た
か
ら
原
稿
を
お
よ
せ
く
だ
さ
っ
た
先
輩
に
編
集
に
際
し
て
御
指
導

く
だ
さ
い
ま
し
た
部
長
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
ｏ

Ｏ
八
尾
に
玉
水
に
霧
ケ
峰
に
我
々
は
先
弗
に
つ
づ
け
と
が
ん
ば

つ
て
い
ｔ
す

グ
ラ
イ
ダ
ー

マ
ン
に
幸
あ
れ
ノ

注
　
裏
表
紙
は
新
し

い
襟
章
に
し
ま
し
た
。

航

空

部

創

刊

号

発
行
日
　
昭
和
三
十
五
年
六
月
二
十
日

発
行
所
　
同
志
社
大
学
体
育
会
航
空
部

印
刷
所
　
北

斗

プ

リ

ン
ト
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
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